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国土交通省
関東地方整備局はじめに
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岸6.5k及び右岸5.9kの被災原因の究明と復旧工法の検討を目的
に、有識者からの意見も踏まえ、とりまとめたものです。
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国土交通省
関東地方整備局資料構成

Ⅰ．都幾川の概要

１． 都幾川の概要

Ⅱ．今次出水の概要（令和元年台風第19号）

１． 気象概況

２． 流域内の降雨の概要

３． 各河川水位の状況

４． 被災の状況（都幾川）

５． 決壊箇所の治水地形（都幾川）

Ⅲ．堤防決壊と決壊メカニズムの分析

１． 決壊メカニズムの分析

１．１．都幾川左岸6.5ｋ

１．２．都幾川右岸5.9ｋ

２． 堤防決壊原因の特定

Ⅳ．堤防決壊のプロセス

Ⅴ．本復旧の基本方針について

１． 本復旧にむけての実施方針（案）

２． 本復旧工法（案）
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国土交通省
関東地方整備局

Ⅰ．都幾川の概要
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国土交通省
関東地方整備局１．都幾川の概要

都幾川河道の状況（令和元年12月撮影） 都幾川流域関係市町村の人口および土地利用について

比企郡
ときがわ町

東秩父村 嵐山町 東松山市

人口（人）
（H27国勢調査より）

11,492 2,941 18,341 91,437

主な土地利用
（H30埼玉統計年鑑 ）

土地総面積：
55.9k㎡
山林：3割程度
宅地：1割未満

土地総面積：
34.67k㎡
山林：8割程度
宅地：1割未満

土地総面積：
29.92k㎡
山林：3割程度
宅地：1割程度

土地総面積：
65.35k㎡
山林：1割程度
宅地：2割程度

※【埼玉県河川砂防課】
令和元年台風１９号洪水による堤防決壊調査報告書（令和2年3月27日）より

写真②

都幾川は、入間川の二次支川であり、越辺川６km付近の左岸側に合流する。その源を埼⽟県⽐企郡ときがわ町の⼭地に
発し、途中で槻川を合流し、埼⽟県嵐⼭町や東松⼭市の低地を貫流する。
⼤⾂管理区間（0k〜6.6k）の河道特性は、河床勾配が約1/470〜1/860であり、低⽔路内には交互砂州が発達してい

る。
荒川流域図 都幾川流域図

写真①

都
幾
川→

※埼玉県提供図面に加筆

上流部 下流部
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国土交通省
関東地方整備局

Ⅱ．今次出水の概要（令和元年台風第19号）
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国土交通省
関東地方整備局

＜台風＞ 台風第19号は10月12日19時前に大型で強い勢力で伊豆半島に上陸した後、
関東地方を通過し、 10月13日未明に東北地方の東海上に抜けた。

＜大雨＞ 台風本体の発達した雨雲や台風周辺の湿った空気の影響で、静岡県や関
東甲信地方、東北地方を中心に広い範囲で記録的な大雨となった。 10月10日からの
総雨量は神奈川県箱根町で1000ミリに達し、関東甲信地方と静岡県の17地点で500ミ
リを超えた。この記録的な大雨により、 10月12日15時30分に静岡県、神奈川県、東京
都、埼玉県、群馬県、山梨県、長野県の7都県に、 10月12日19時50分に茨城県、栃木
県、新潟県、福島県、宮城県の5県、 10月13日0時40分に岩手県に特別警報を発表し
た。

＜暴風・高波＞ 東京都羽田空港では観測史上1位の値を超える最大風速34.8メートル
を観測するなど、伊豆諸島を含む東京都の4か所で最大風速30メートルを超える猛烈
な風を観測したほか、東日本から北日本にかけての広い範囲で非常に強い風を観測
した。また、石廊崎で13メートルを超える波高を観測するなど猛烈なしけとなった。

＜高潮＞ 静岡県や神奈川県、伊豆諸島では、過去最高潮位を超える記録的な高潮を
観測した。

天気図（上陸直前）

10月12日18時

気象レーダー（上陸時）

10月12日19時 9日9時 ⼤型 猛烈な
915hPa 55m/s

9日21時 ⼤型 猛烈な
915hPa 55m/s

12日9時 ⼤型 非常に強い
945hPa 45m/s11日21時 ⼤型 非常に強い

935hPa 45m/s

11日9時 ⼤型 非常に強い
935hPa 50m/s
10日21時 ⼤型 非常に強い
920hPa 50m/s

10日9時 ⼤型 猛烈な
915hPa 55m/s

12日18時 ⼤型 強い
955hPa 40m/s

12日21時 ⼤型 強い
960hPa 40m/s

13日3時 ⼤型
970hPa 30m/s

10月12日19時前
伊⾖半島に上陸

台風経路図

⼤雨特別警報の発表時間・解除時間

都道府県 特別警報発表時刻 特別警報解除時刻

静岡県 12日 15時30分 12日 22時20分

神奈川県 12日 15時30分 13日 00時20分

東京都 12日 15時30分 12日 23時55分

埼玉県 12日 15時30分 13日 00時40分

群馬県 12日 15時30分 13日 00時10分

山梨県 12日 15時30分 12日 23時01分

長野県 12日 15時30分 13日 03時20分

茨城県 12日 19時50分 13日 02時20分

栃木県 12日 19時50分 13日 02時20分

新潟県 12日 19時50分 13日 03時20分

福島県 12日 19時50分 13日 04時00分

宮城県 12日 19時50分 13日 05時45分

岩手県 13日 00時40分 13日 08時40分

１．気象概況

気象庁提供資料より作成
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都幾川
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２．流域内の降雨の概要
 台風第19号の通過により、埼⽟県内では10月12日から13日にかけて⼤雨となった。
 ⼭間部にある名栗、堂平⼭の各観測所では３日雨量が500mmを超え、平野部にある観測所においては300mmを超えた。
 24時間雨量については、名栗、堂平⼭、⾼坂、飯能、鶴ヶ島の各観測所で、既往最多雨量を超えた。

3日雨量 3日雨量

24時間雨量

3日雨量 3日雨量

24時間雨量

■：既往最多雨量
■：今回の雨量

334 312
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3日雨量

3日 24時間 3日 年月 24時間 年月
高坂 越辺川 国交省 312 304 427 昭和49年8月31日 293 昭和57年9月11日 昭和53年から観測（テレ）
堂平山 都幾川 国交省 544 501 553 平成11年8月13日 437 平成11年8月13日 昭和52年から観測（テレ）
越生 越辺川 国交省 332 312 484 平成11年8月13日 334 平成11年8月13日 昭和38年から観測（テレ）
鶴ヶ島 小畔川 国交省 312 299 332 昭和36年6月27日 283 平成11年8月13日 昭和52年から観測（テレ）
名栗 入間川 国交省 562 530 772 昭和58年8月15日 485 平成2年8月9日 昭和41年から観測（テレ）
飯能 入間川 国交省 381 359 462 昭和25年7月28日 337 平成11年8月13日 昭和54年から観測（テレ）

備考観測所名 河川名 管理
今回洪水（mm） 既往最多（mm） 既往最多（mm）

【R1.10月時点の水文水質データベースより作成】

流路延長（km） 流域面積(km2)

入間川 67.4 227.4

小畔川 18.8 48.5

越辺川 35.9 94.5

都幾川 31.5 154

高麗川 40.6 90.4

残留域 106.2

194.2 721.0 

流路延長と流域面積

×

×
× ×：決壊箇所

×
×

荒
川

追加箇所

荒 川

追加箇所

入間川
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氾濫注意水位

３．各河川水位の状況

天神橋（越辺川）（越生雨量観測所）

唐子橋（都幾川） 5.56k （堂平山雨量観測所）

野本（都幾川） 1.59k （堂平山雨量観測所）

ピーク水位② 13日0時
24.11ｍ
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避難判断水位・はん濫注意水位

水防団待機水位

八幡橋（小畔川） 4.41k （鶴ヶ島雨量観測所）

ピーク水位① 12日17時
19.12ｍ

ピーク水位② 12日22時
19.20ｍ

×

都幾川
右岸0.4k

越辺川
左岸7.6k

×

越辺川
右岸0.0k

×

ピーク水位② 13日0時
21.93ｍ

小畔川落合橋（小畔川）（鶴ヶ島雨量観測所）

ピーク水位① 12日20時
21.64ｍ

ピーク水位① 12日20時
24.01ｍ

 越辺川では⾼坂橋、天神橋、落合橋の３地点で、都幾川では野本地点で計画⾼⽔位を超過した。
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唐子橋デジタルにより作成

ピーク水位② 12日22時
28.92ｍ

ピーク水位① 12日19時
29.05ｍ

×：決壊箇所
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都幾川
右岸5.9k

都幾川
左岸6.5k

高坂橋（越辺川） 9.32k（越生雨量観測所）

ピーク水位① 12日20時
25.03ｍ

ピーク水位② 12日23時
24.98ｍ

追加箇所

追加箇所

8【R1.10月時点の水文水質データベースより作成】



国土交通省
関東地方整備局４．被災の状況（都幾川）

【右 0.4k】L＝約90m
決壊

【右 5.9k】 L＝約20m
決壊

【左 5.7k】L＝100m
法崩れ（写真⑥）

【右 0.6k】L＝300m
川裏堤防洗掘（写真④）

【左 6.5k】 L＝約30m
決壊

：決壊箇所

：その他

《 凡 例 》

越辺川

都幾川
【右 5.2k】L＝38m
河岸洗掘

令和元年台風第19号による被害状況等について（第54報_令和2年4月10日9:00現在 ）による

左5.7k（写真⑥
（

【右 5.5k】L＝30m
河岸洗掘

【右 5.6k】L=4m
法尻付近洗掘

【右 2.2k】L=100ｍ
河岸洗掘（写真③）

追加箇所追加箇所

越辺川
越辺川

高麗川

【左 6.2k】L＝370m
川裏堤防洗掘（写真⑤）

右2.2k（写真③）
左6.2k（写真⑤）

右0.6k（写真④）
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国土交通省
関東地方整備局５．決壊箇所の治水地形（都幾川）

 決壊箇所は治⽔地形分類図では２箇所とも氾濫平野であり、左岸6.5kは段丘面と
旧河道（不明瞭）も⾒受けられる。

【右岸 5.9k】L＝約20m
決壊

【左岸 6.5k】L＝約30m
決壊

越辺川

都幾川

：決壊箇所

《 凡 例 》

追加箇所

追加箇所

越辺川

高麗川

左岸 6.5k付近拡大図

右岸 5.9k付近拡大図
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Ⅲ．堤防決壊と決壊メカニズムの分析
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１．決壊メカニズムの分析
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国土交通省
関東地方整備局１．１(1) 決壊箇所の状況（航空写真）

決壊前（平成30年11月撮影）

決壊後（令和元年10月13日） 国土地理院撮影

都幾川 →

都幾川 →

 都幾川の湾曲部外岸にあたり、約30mにわたって決壊している。 都幾川左岸6.5k

凡例

決壊箇所

浸水範囲

13
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【下流より】

越
辺
川

１．１(２) 決壊箇所の状況（斜め写真）

都幾川左岸6.5k

都幾川

決壊箇所
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国土交通省
関東地方整備局１．１(３)決壊箇所の状況（河道の変遷）

都幾川左岸6.5k

明治初期迅速測図

農研機構農業環境変動研究センター

堤防法線（現況）

決壊箇所付近

航空写真（昭和20年代撮影）

航空写真（昭和40年代撮影）
15

霞堤
霞堤

霞堤

航空写真（平成30年11月撮影）

 明治初期より低⽔路等に多少の変化は⾒られるが、昭和20年代以降は⼤きな河道変化は⾒られない。
 近年は、⾼⽔敷の樹林化が進⾏している。



国土交通省
関東地方整備局

 現地の状況把握により都幾川からの越⽔状況が確認されている。
 都幾川左岸6.0kより上流 から痕跡⽔位は現況堤防⾼を上回っている。また、越流⽔によると推定される堤防川裏

側の洗掘状況から、越⽔範囲は6.0kから6.6kの間と推定される。
 上流部左岸6.6kの痕跡⽔位と現況堤防⾼の縦断の差より、推定される越⽔深は約25cm以上である。

都幾川左岸6.5k

１．１(４) 越水に対する分析（越水範囲の特定）

国土地理院撮影
出典：国土地理院地図洪水時の様子（10月13日） 氾濫原の地形（標高）

●6.2k

決壊箇所
●6.6k

●6.4k

●6.0k

決壊箇所
●6.2k

●6.6k

●6.4k

●6.0k

●5.8k

●5.80k

川裏洗掘状況（下流端部）

←都幾川

川裏洗掘状況（上流端部）

越水範囲

決壊箇所

決壊箇所

越水範囲

②①

①

②

16

28.0

30.0

32.0

5.86.06.26.46.6

標
高

（
A

.P
.)

距離標（KP)

都幾川 左岸

計画高水位 現況堤防高 痕跡水位

山
付
き

越水範囲

決壊箇所

決壊箇所下流側
残存堤防天端高

AP31.41m



国土交通省
関東地方整備局

 堤防川裏側に現況地盤⾼より掘れている（最⼤深さ80cm）落堀が発⽣。（写真⑦）
 堤防川表部の植⽣は川裏側に向かって倒伏している。（写真⑧）
 決壊箇所下流には越流⽔によると推定される堤防川裏部の洗掘が⾒られる（370m）。 （写真⑨）

都幾川左岸6.5k

１．１(５) 越水に対する分析（決壊後の堤防状況）

決壊箇所

写真⑧

写真⑨

都幾川→

写真⑨越流水によると推定される川裏部の洗掘

写真⑦堤防川裏側の落堀の状況

写真⑧川裏側への植生の倒伏

越流範囲

R1.10.13撮影

堤防決壊前現地写真

都幾川

R1.10.13撮影

都幾川

川裏

R1.10.17撮影

都幾川

写真⑦

植生の倒伏

川裏法面の洗堀

川裏

17

堤防裏のり面の凹形平面形状により、越流⽔
が裏のり尻隅角部に集まり、単位幅流量が増
⼤して裏のり面侵⾷及び裏のり尻侵⾷を助⻑
した可能性がある。



国土交通省
関東地方整備局

決壊箇所

写真⑪

写真⑩

 決壊箇所付近では、噴砂等は確認されていない。（写真⑩、写真⑪） 都幾川左岸6.5k

１．１（６）浸透に対する分析（噴砂の有無）

決壊箇所

写真⑩

都幾川

R1.10.17撮影

越流水により堤内地が少し削られているが
噴砂の跡は確認されていない

噴砂の跡は
確認されない

越水範囲

R1.10.17撮影

噴砂の跡は
確認されていない

川裏

川裏

写真⑪

18



国土交通省
関東地方整備局

①浸透流解析
上流側断面

決壊範囲
②浸透流解析
下流側断面

１．１（７）浸透に対する分析（地質調査・解析位置）
都幾川左岸6.5k

19

凡例
：ボーリング

：スウェーデン式
サウンディング



国土交通省
関東地方整備局

決壊範囲

決壊範囲

B-4孔
0.0-2.3ｍ Bc2 礫混じりシルト
2.3-2.7ｍ Bcg 礫混じり粘土

上流側 地質横断図

①堤防決壊断面について （上流側断面）

写真⑫上流側 決壊断面

川裏→←川表

2.7m

Bc2

Bcg

Bcg拡大写真

１．１（８）浸透に対する分析（堤体土質）

 上流側断面は、盛⼟層の上部は粘⼟層（Bc2）、下部は礫混じり粘⼟層（Bcg）が露出している（写真⑫）。この盛⼟
層の下は洪積礫混じり粘⼟層（Dcg）である。

 表⼟層であるF層の⼟質は、川表側⾼⽔敷でのボーリングB-2孔から礫混じり粘⼟からなり、川裏側⽔⽥の耕作⼟はサウン
ディング試験より粘性⼟と判断した。

水田の耕作土高水敷

都幾川左岸6.5k

20



国土交通省
関東地方整備局

2.30-2.70ｍ Bcg
礫混じり粘土

決壊範囲 0.0-2.7ｍ

決壊範囲 0.0-2.7ｍ

0.00-2.30ｍ Bc2
礫混じりシルト 礫の含有少ない
0.00-0.50ｍは礫の含有多い

写真⑬ 左岸B-4孔ボーリングコア写真

② B-４孔のボーリング（オールコア）について

１．１（８）浸透に対する分析（堤体土質）

都幾川左岸6.5k
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国土交通省
関東地方整備局

Bcg、Dcg
ボーリングコア 礫混じり粘土層
基質は砂混じり粘土層

Bcg

Dcg

Slt

Slt
ボーリングコア 良く固結したシルト岩

写真⑬ 左岸B-4孔ボーリングコア写真

② B-４孔のボーリング（オールコア）について

１．１（８）浸透に対する分析（堤体土質）

都幾川左岸6.5k

22



国土交通省
関東地方整備局

決壊範囲

下流側 地質横断図

③堤防決壊断面について ～ 下流側断面 ～

写真⑭ 堤防決壊箇所下流側 決壊断面

←川裏

2.7m

決壊範囲

川表→

←川裏 川表→

Bc2

Bc2

Bc1

Ac1
落堀

落堀

←都幾川

写真⑮ 堤防決壊箇所川裏側落堀

落堀

１．１（８）浸透に対する分析（堤体土質）

 下流側の断面は、盛⼟層の上部は砂質シルト層（Bc1） 、下部は粘⼟層（Bc2）が露出している。落堀部には第１沖積
粘性⼟層(Ac1)が露出している。（写真⑭）

 落堀部の深い部分には基礎地盤のAc1層が出現し、⼟質はシルトからなる。（次ページ_写真⑯）。

水田の耕作土 高水敷

都幾川左岸6.5k

川裏 23

B-6孔
0.00-1.90ｍ Bc1 礫混じりシルト ローム混じり
1.90-2.70ｍ Bc2 礫混じり粘土



国土交通省
関東地方整備局

0.00-1.90ｍ Bc1
礫混じりシルト ローム混じり
0.00-0.20ｍ 砕石

3.30ｍ- Ac1
沖積層 シルト

1.90-3.30ｍ Bc2
礫混じ粘土 礫の含有少ない

決壊範囲 0.0-2.7ｍ

④ B-６孔のボーリング（オールコア）について

写真⑯ 右岸B-6孔ボーリングコア写真

１．１（８）浸透に対する分析（堤体土質）

都幾川左岸6.5k
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国土交通省
関東地方整備局

図 堤防地質縦断断面図

⑤地質縦断

上流側浸透流解析断面下流側浸透流解析断面

写真⑰ 堤防決壊断面

１．１（８）浸透に対する分析（堤体土質）

 堤防決壊の底部は、上下流で連続して粘⼟層（Bc2）が露出している（写真⑰）
 治⽔地形分類図は必ずしも現地を正確に表しているものではなく、今回の地質調査の結果では旧河道（不明瞭）

を確認できなかった。

Bc2

Bc2

都幾川左岸6.5k

上流側 堤防断面
礫の含有が少ないBc2が露出

下流側 堤防断面
礫の含有が少ないBc2が露出 25



国土交通省
関東地方整備局

下流部断面
注）各土層の代表粒度曲線を採用

１．１（８）浸透に対する分析（堤体土質）

⑥粒径加積曲線・粒度分布図

上流側断面

注）重量比率

注）各土層の代表粒度曲線を採用

注）重量比率

都幾川左岸6.5k
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国土交通省
関東地方整備局

今次出⽔における浸透に対する照査の結果、すべり、パイピングともに基準値を満足している。

 3.79
 3.71

 4.59 3.71

【都幾川L6.5k】

基準値 基準値 基準値

天端到達時
10/12 18:00
越水終了時
10/13 1:00

水位低下終了時

10/15 0:00

モデル 時刻
表のり 裏のり

・今回試験値を反映

Fs≧1.00 Fs＝4.59 (OK) Fs≧1.32

Fs≧1.00 Fs＝5.15 (OK)

Fs＝3.71

Fs≧1.00

Fs＝3.71 (OK)

iv（鉛直）＝0.03

パイピング破壊

解析結果 解析結果 解析結果

(OK)

i＜0.5

ih（水平）＝0.25 (OK)

(OK)
Fs＝3.79 (OK) Fs≧1.32 Fs＝3.71 (OK)

Fs≧1.32

L6.5k痕跡 AP+31.58m

堤防天端高 AP+31.33m
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都幾川 L6.5k

地盤モデル（今回の地盤定数）

外力条件（台風第19号）

検討断面（都幾川L6.5k、決壊箇所上流側断面）

■検討断面：測量断面に現地土質構成を記載
■土質定数：今回調査結果で設定
■検討外力：今次出水の降雨（高坂雨量）、水位ハイドロ（唐子橋水位）により設定（水位は観測地点から水面勾配で算出）

照査結果

パイピング
照査地点

表のり 10/12 18：00 裏のり 10/15 0：00裏のり 10/12 18：00 表のり 10/15 0：00

川裏 川表

：室内試験結果

：土質定数の一般値を適用

：N値換算

※試験体ができず室内試験ができなかったため、０で設定

１．１（９）浸透に対する分析（上流側断面照査結果）

都幾川左岸6.5k

※三軸圧縮試験はCUb試験
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(kN/m3) (cm/s) (kN/m2) (°)

F 17.00 1.00E-05 20.0 0 内部摩擦角はシルトのため０で設定

Bc2 15.00 1.44E-05 7.0 33

Bcg 18.00 2.44E-04 50.0 0 ※

Ac1 16.50 1.00E-05 20.0 0 内部摩擦角はシルトのため０で設定

Ac2 16.50 1.00E-05 20.0 0 内部摩擦角はシルトのため０で設定

Dcg 18.00 2.44E-04 105.0 0 内部摩擦角はシルトのため０で設定

Slt - - - -

備考層記号
湿潤単位
体積重量

透水係数 粘着力
内部摩擦

角



国土交通省
関東地方整備局

今次出⽔における浸透に対する照査の結果、すべり、パイピングともに基準値を満足している。

 2.52
 7.95

 2.52
 2.64

【都幾川L6.5k_NO.70+10.0】

基準値 基準値 基準値

天端到達時
10/12 18:00
越水終了時
10/13 1:00

水位低下終了時

10/15 0:00

モデル 時刻
表のり 裏のり パイピング破壊

解析結果 解析結果 解析結果

・今回試験値を反映

Fs≧1.00 Fs＝7.95 (OK) Fs≧1.32

Fs≧1.00 Fs＝6.72 (OK) Fs≧1.32

Fs≧1.00 Fs＝2.64 (OK) Fs≧1.32

Fs＝2.52 (OK)

i＜0.5

ih（水平）＝0.05 (OK)

Fs＝2.52 (OK)

iv（鉛直）＝0.00 (OK)
(OK)Fs＝2.52

L6.5k痕跡 AP+31.58m

堤防天端高 AP+31.33m
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都幾川 L6.5k

地盤モデル（今回の地盤定数）

外力条件（台風第19号）

検討断面（都幾川L6.5k、決壊箇所下流側断面）

■検討断面：測量断面に現地土質構成を記載
■土質定数：今回調査結果で設定
■検討外力：今次出水の降雨（高坂雨量）、水位ハイドロ（唐子橋水位）により設定（水位は観測地点から水面勾配で算出）

照査結果

パイピング
照査地点

表のり 10/12 18：00 裏のり 10/15 0：00裏のり 10/12 18：00 表のり 10/15 0：00

：室内試験結果

：土質定数の一般値を適用

：N値換算

１．１（９）浸透に対する分析（下流側断面照査結果）

都幾川左岸6.5k

川裏 川表

※三軸圧縮試験はCUb試験
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(kN/m3) (cm/s) (kN/m2) (°)

F 17.00 1.00E-05 20.0 0 内部摩擦角はシルトのため０で設定

Bc1 19.00 1.18E-05 7.0 28

Bc2 15.00 1.44E-05 7.0 33

Ac1 16.50 1.00E-05 20.0 0 内部摩擦角はシルトのため０で設定

Ac2 16.50 1.00E-05 20.0 0 内部摩擦角はシルトのため０で設定

Dg 19.00 - 0.0 33 粘着力はレキのため０で設定

Slt - - - -

層記号
湿潤単位
体積重量

透水係数 粘着力
内部摩擦

角 備考



国土交通省
関東地方整備局

 決壊箇所は、都幾川の湾曲部の外岸にあたる部分。（写真⑱）
 決壊箇所の下流では川表法面の侵⾷痕跡は確認できなかった。（写真⑲、⑳）

写真⑳ 堤防川表法面状況（下流側）（令和元年10月13日撮影）

都幾川左岸6.5k

１．１（10）侵食に対する分析（侵食の有無）

写真⑲ 決壊箇所川表側水路（令和元年10月15日撮影）

写真⑱ 洪水時斜め写真（令和元年10月13日撮影）

⑳

⑲

写真⑱
写真⑲

29

写真⑳



国土交通省
関東地方整備局１．２（１） 決壊箇所の状況（航空写真）

 都幾川の川幅が狭くなる区間の上流に位置する
箇所で、約20mにわたって決壊している。

都幾川右岸5.9k

直
轄
管
理
区
間

決壊前（平成30年11月撮影）

決壊後（令和元年10月13日） 国土地理院撮影

直
轄
管
理
区
間

30

決壊箇所付近

凡例

決壊箇所

浸水範囲



国土交通省
関東地方整備局１．２（２） 決壊箇所の状況（斜め写真）

決壊箇所

【下流より】

令和元年10月13日撮影

決壊箇所

奈目曾樋管

31

都幾川右岸5.９k

31



国土交通省
関東地方整備局１．２（３） 決壊箇所の状況（河道の変遷）

都幾川右岸5.９k

32

 明治初期より低⽔路等に多少の変化は⾒られるが、昭和20年代以降は⼤きな河道変化は⾒られない。
 近年は、⾼⽔敷の樹林化が進⾏している。

明治初期迅速測図

農研機構農業環境変動研究センター

堤防法線（現況）

決壊箇所付近

航空写真（昭和20年代撮影）

航空写真（昭和40年代撮影）

霞堤
霞堤

霞堤

航空写真（平成30年11月撮影）



国土交通省
関東地方整備局

 痕跡⽔位と堤防地盤⾼データを⽐較した結果、5.9k〜6.0k付近で越⽔したことが推定される。
 決壊箇所堤内地側の住⺠から都幾川からの越⽔状況を確認したことの証⾔があった。
 樋管位置痕跡⽔位と現況堤防⾼との差より、推定される越⽔深は約15cmである。

都幾川右岸5.9k

１．２(４) 越水に対する分析（越水範囲の特定）

洪水時の様子（10月13日） 国土地理院撮影

決壊箇所

●6.2k
6.0k●

●5.8k

●6.2k

6.0k●

●5.8k ●5.6k決壊箇所

5.8k●

5.6k●

出典：国土地理院地図氾濫原の地形（標高）

関越自動車道→

33

越水範囲

決壊箇所

28.0

30.0

32.0

5.65.86.06.2

標
高

（
A

.P
.)

距離標（KP)

都幾川 右岸

計画高水位 現況堤防高 痕跡水位

決壊箇所

越水範囲奈目曾樋管
ゲート操作台に
残された痕跡

（草）AP30.85m

県道東松山・越生
線のアスファルト舗
装に残された痕跡
（泥）AP30.70m

●6.4k

●6.6k
●6.4k

●6.6k
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都幾川→

決壊

決壊

決壊

左6.4k
左6.6k

左6.0k

左6.2k

右6.4k 右5.8k
右6.0k

右6.2k

右6.6k

霞堤

霞堤

霞堤

決壊箇所
越水区間
浸水範囲
氾濫水の流れ
直轄管理区間

出典：国土地理院地図

国土地理院撮影

①

②

①

②

道路脇のフェンスが
下流側に向かって倒れている。

現場に残った痕跡（草）でも
流下方向が確認できた。

③

①

②
③

 上流右岸の決壊等による氾濫⽔が流下し、決壊箇所
が越流⽔が集中しやすい箇所のため、局所的に⽔位
が⾼くなったことが推定される。

１．２(５) 越水に対する分析（氾濫水の流下）

2020年４月12日撮影

②

③
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決壊箇所

 決壊箇所直上流にある奈目曾樋管ゲート操作台の痕跡⽔位はAP＋30.85mである。（写真㉑）
 道路脇のフェンスが河川側に倒壊しており、霞堤部から都幾川に合流する向きに流れがあったと推定される。（写真㉒）

１．２(６) 越水に対する分析（痕跡水位など）
都幾川右岸5.9k

●6.2k

路面上の痕跡水位
AP＋30.70m

写真㉒ フェンスの倒壊写真㉑ 樋管ゲート操作台に残された痕跡（草）

痕跡水位
AP＋30.85m

令和元年10月13日撮影

令和元年10月13日撮影

写真㉑

写真㉒

35

●6.0k

●5.8k
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◆ 堤防敷に川表地盤⾼より掘れている（深さ約1.5m）落堀が発⽣。（写真㉓、写真㉔）
 決壊箇所付近では、噴砂等は確認されていない。（写真㉓、写真㉔）

都幾川右岸5.9k

決壊箇所

㉔

㉓

１．２（７） 越水（落堀の有無）・浸透（噴砂の有無）に対する分析

都幾川→

写真㉓

令和元年10月13日撮影

写真㉔

川裏堤脚には用水路
噴砂の跡は確認されない

令和元年10月15日撮影 36

越水範囲

落堀

落堀

堤防裏のり面の凹形平面形状により、越流⽔が
川裏（下流側）翼壁部に集まり、単位幅流量が
増⼤して裏のり面侵⾷を助⻑した可能性がある。
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決壊範囲
②下流側地質横断図

１．２（８） 浸透に対する分析（地質調査・解析位置）

①浸透流解析断面
(上流側地質横断図）

都幾川右岸5.9k
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凡例
：ボーリング

：スウェーデン式
サウンディング
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決壊範囲

決壊範囲

B-1孔（樋管上流側）
0.0-4.0ｍ Bc 礫混じり粘土

図 上流側 地質横断図

写真㉕ 上流側 決壊断面

←川裏 川表→

Bc 3.2m

←川裏 川表→

用水路

用水路

帯コンクリートの基礎砕石が流出
したものと思われる。

道路面

落堀

落堀

落堀

１．２（８）浸透に対する分析（堤体土質）
①堤防決壊断面について （上流側断面）
 上流側の断面は、盛⼟層である礫混じり粘性⼟層（Bc）が露出している。（写真㉕）
 盛⼟層の下位には基礎地盤である洪積相当層のDc層、Dcg層、並びに基礎岩のSlt層が存在する。（図）

都幾川右岸5.9k
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決壊範囲
B-4孔 0.0-3.3ｍ Bc
礫混じりシルト～粘土

図 下流側 地質横断図

写真㉖ 下流側 決壊断面

川裏→←川表

2.7m

砂の挟在なし

決壊範囲

Bc
用水路

用水路

落堀

道路面

低水路河床高は24.1m～24.5m（最深河床）

注）低水路までは堤防川表法尻から約135m離れている。

道路面

落堀

落堀

１．２（８）浸透に対する分析（堤体土質）

②堤防決壊断面について ～ 下流側断面 ～

 下流側の断面は、上流側と同じく盛⼟層である礫混じり粘性⼟層（Bc）が露出している。（写真㉖）
 これらに挟まり2.45〜2.8mには砂を挟在しているが連続性は乏しい。（図、写真㉖）

都幾川右岸5.9k
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Dcg層の透水係数は試験の
結果、3.06E-05(cm/s)と低く
なり、Dc層と同じオーダーと
なった。

注）Bc層透水係数： 1.11E-06(cm/s) 
Dc層透水係数： 1.00E-05(cm/s) 
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0.00-2.45ｍ Bc
礫混じりシルト
礫を少量含有し、砂混じり

2.80-3.00ｍ Bc
礫混じり粘土 礫を含有し、砂混じり

2.45-2.80ｍ
礫混じり砂 礫を少量含有する細砂

破堤範囲 0.0-2.7ｍ

写真㉗ 右岸B-4孔ボーリングコア写真

③ B-４孔のボーリング（オールコア）について

１．２（８）浸透に対する分析（堤体土質）

都幾川右岸5.9k
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写真㉗ 右岸B-4孔ボーリングコア写真

１．２（８）浸透に対する分析（堤体土質）

③ B-４孔のボーリング（オールコア）について
都幾川右岸5.9k

41

4.50-4.90m Dcg層
粘性土主体 礫を少量含有

基盤岩（シルト岩）(Slt)層
良く固結している

4.00-4.35ｍ Dc
粘性土主体
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下流側 堤防縦断

図 堤防縦断地質断面図および縦断方向の破堤状況

Bc

上流側 堤防縦断

浸透流解析断面

決壊範囲

Bc

落堀

Bc

落堀

１．２（８）浸透に対する分析（堤体土質）

④地質縦断

 縦断方向の堤防決壊底面には、礫混じり粘⼟（Bc）が露出している。（写真㉘）

都幾川右岸5.9k

写真㉘ 堤防決壊断面
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図 粒径加積曲線図・粒度分布図

注）各土層の代表粒度曲線を採用

１．２（８）浸透に対する分析（堤体土質）

⑤粒径加積曲線・粒度分布図

注）重量比率

都幾川右岸5.9k
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今次出⽔における浸透に対する照査の結果、すべり、パイピング、盤ぶくれともに基準値を満足している。

 2.06
 4.01

 2.06
 4.11

【都幾川R5.9k】

基準値 基準値 基準値

天端到達時
10/12 18:00
越水終了時
10/13 1:00

水位低下終了時

10/15 0:00

G/W＞1.0 G/W＝6.73 (OK)

モデル 時刻
表のり 裏のり パイピング破壊

解析結果 解析結果 解析結果

(OK)

(OK)

・今回試験値を反映

Fs≧1.00 Fs＝4.11 (OK) Fs≧1.45

Fs≧1.45

i＜0.5

ih（水平）＝0.00 (OK)

Fs≧1.00 Fs＝4.13 (OK) Fs≧1.45 Fs＝2.06 (OK)

Fs＝2.06

iv（鉛直）＝0.00 (OK)
Fs≧1.00 Fs＝4.01 (OK) Fs＝2.06

R5.9k痕跡 AP+31.04m

堤防天端高 AP+30.89m
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都幾川 R5.9k

地盤モデル（地盤定数）

外力条件（台風第19号）

検討断面（都幾川R5.9k）

■検討断面：測量断面に現地土質構成を記載
■土質定数：今回調査結果で設定
■検討外力：今次出水の降雨（高坂雨量）、水位ハイドロ（唐子橋水位）により設定（水位は観測地点から水面勾配で算出）

照査結果

パイピング
照査地点

裏のり 10/12 18：00 表のり 10/15 0：00表のり 10/12 18：00 裏のり 10/15 0：00

唐子橋デジタルにより作成

：室内試験結果

：土質定数の一般値を適用

：N値換算

１．２（８）浸透に対する分析（照査結果）
都幾川右岸5.9k

川裏川表

※三軸圧縮試験はCUb試験

44

注）低水路までは堤防川表法尻から約135m離れている。

注）Dcg層の透水係数が、3.06E-05(cm/s)と低い試験結果であった為、
低水路からの浸透は無視できると考え、低水路まではモデル化しなかった。

(kN/m3) (cm/s) (kN/m2) (°)

Bc 19.50 1.11E-06 19.0 16

Dc 18.00 1.00E-05 50.0 0 内部摩擦角はシルトのため０で設定

Dcg 19.00 3.06E-05 165.0 0
透水係数は現場試験結果

内部摩擦角はシルトのため０で設定

Slt - - - -

備考
湿潤単位
体積重量

内部摩擦
角層記号

透水係数 粘着力
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 決壊箇所は、霞堤開⼝部で、堤間幅がせまくなる区間の上流部に位置する。
 決壊箇所の上下流とも川表法面の侵⾷の痕跡は確認できない。（写真㉙、㉚）

←

都
幾
川

写真㉙ 堤防川表法面状況（決壊箇所上流より）

都幾川右岸5.9k

国土地理院撮影 都幾川地区の垂直写真（R1/10/13撮影）

写真㉚ 堤防川表法面状況（決壊箇所正面より）

１．２（９） 侵食に対する分析（侵食の有無）

×

決壊箇所×
令和元年10月13日撮影

令和元年10月13日撮影

45

写真㉙
写真㉚

現況堤防
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 樋管周りには堤体が残存しており、抜け上がり等は確認されなかった。（写真㉛）
 決壊断面において、樋管周りにゆるみや空洞等は確認されなかった。（写真㉜）
 これらのことから、樋管周辺堤防を原因とした決壊でないと考えられる。

①

写真㉜ 樋管周りの残存部
（決壊下流側より 令和元年10月1５日撮影）

写真㉛ 樋管周りの残存部
（川表側より 令和元年10月1３日撮影）

都幾川右岸5.9k

樋管周りに多く
の残存部が残る

１．２(10) その他の要因（樋管）

樋門の抜け上がりと空洞・クラッ
クの発生の過程

樋門・樋管周りの漏水の原因と
なる空洞が発生している場合、
外形的には抜け上がりが見られ、
構造物周辺堤防にゆるみや空
洞が形成されていることが多い。

河川堤防の構造検討の手引きより （H23 JICE）

抜け上がりが見られない

樋管周りの残存部において
ゆるみや空洞等は見られない。

←都幾川

奈目曾樋管

●6.0k

平成10年度奈目曽樋管修繕工事 完成図より
（平成11年３月 建設省荒川上流工事事務所（当時））

用水路

排水路

樋管上下流高水護岸

高水護岸より下流側で決壊

川裏翼壁より
下流側で決壊

㉜

（約８ｍ）

㉛

46

堤防裏のり面の凹形平面
形状により、越流⽔が川裏
（下流側）翼壁部に集ま
り、単位幅流量が増⼤して
裏のり面侵⾷を促進した可
能性がある。

堤防

決壊範囲と越⽔範囲が
合致しない理由は、地
形上、越流⽔が斜め右
下に向かったことが原因
と想定される。
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２．堤防決壊原因の特定
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都幾川左岸6.５k 都幾川右岸5.9k

越水

 川裏堤防洗掘、川裏側への植⽣の倒伏が確認された。
 状況把握により都幾川からの越⽔状況が確認されている。
 痕跡⽔位及び現地の状況より、越⽔範囲を推定し、痕跡⽔位は

現況堤防⾼よりも⾼いことが確認された。
 ⼩規模の落掘が発⽣している。
 これらより越⽔が堤防決壊の要因になったと推定される。

 堤防裏のり面の凹形平面形状により、越流⽔が裏のり尻隅角部に
集まり、単位幅流量が増⼤して裏のり面侵⾷及び裏のり尻侵⾷を
助⻑した可能性がある。

 地域住⺠により都幾川からの越⽔状況が確認されている。
 痕跡⽔位及び現地の状況より、越⽔範囲を推定し、痕跡⽔位は

現況堤防⾼よりも⾼いことが確認された。
 ⼩規模の落掘が発⽣している。
 これらより越⽔が堤防決壊の要因になったと推定される。

 堤防裏のり面の凹形平面形状により、越流⽔が川裏（下流側）
翼壁部に集まり、単位幅流量が増⼤して裏のり面侵⾷を助⻑した
可能性がある。

影響程度 ○ ○

浸透

 近傍も含めて噴砂や漏⽔が確認されていない。
 決壊箇所の上流側と下流側で層厚や層構成は異なるが、堤体・基

礎ともには粘性⼟が主体である。
 ⼟質調査に基づく解析の結果、法すべりやパイピングに対する基準

値を満足している。
 これらより、浸透が堤防決壊の要因になった可能性は低いと推定さ

れる。

 近傍も含めて噴砂や漏⽔が確認されていない。
 決壊箇所の上流側と下流側で層厚や層構成はほぼ同じである。堤

体・基礎ともには粘性⼟が主体である。
 ⼟質調査に基づく解析の結果、法すべり、パイピングや盤ぶくれに対

する基準値を満たしていることが確認された。
 これらより、浸透が堤防決壊の要因になった可能性は低いと推定さ

れる。

影響程度 × ×

侵食
 決壊箇所の下流では川表法面の侵⾷の痕跡は確認できない。
 ⾼⽔敷の侵⾷の痕跡は確認できない。
 これらより、侵⾷が堤防決壊の要因になった可能性は低いと推定さ

れる。

 決壊箇所の上下流とも川表法面の侵⾷の痕跡は確認できない。
 ⾼⽔敷の侵⾷の痕跡は確認できない。
 これらより、侵⾷が堤防決壊の要因になった可能性は低いと推定さ

れる。

影響程度 × ×

構造物周辺 －

 樋管周りの堤体は決壊後も残存しており、樋管本体の周辺に⽔ミチ
は確認できない。

 これより、樋管が決壊の要因になった可能性は低いと推定される。

影響程度 － ×

２．堤防決壊原因の特定
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Ⅳ．堤防決壊のプロセス
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段階 プロセス
概要図

（左岸6.5k） （右岸5.9k）

Ｓｔｅｐ１
激しい降雨
河川⽔の上昇

・多量の降雨により河川⽔
位が上昇する。

Ｓｔｅｐ2
越⽔の開始

・さらに河川⽔位が上昇す
るとともに、越⽔が発⽣した
と推定される。

Ｓｔｅｐ3
堤防断面の減少

・時間の経過とともに、越流
⽔の作⽤により川裏法尻の
洗掘や天端の侵⾷が進⾏
し、堤防断面が徐々に減
少する。

Ｓｔｅｐ4
決壊

・さらに川裏法尻部の洗掘
が進み、又はその途中で川
表側からの⽔圧に耐えきれ
ず堤防が被災したと推定さ
れる。

堤防被災のプロセス

都幾川左岸6.5k、都幾川右岸5.9kの堤防被災箇所のプロセスは以下の通りであると推定される。
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Ⅴ．本復旧の基本方針について
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越

⽔

浸

透

侵

⾷

 堤防川裏部の洗掘や植⽣の堤内側への倒伏
等の決壊後の堤防の状況や、痕跡⽔位及び
現地の状況よる越⽔範囲と越⽔深の推定を
⾏った結果、堤防決壊は越⽔が要因になった
と推定された。

 堤防裏のり面の凹形平面形状により、越流⽔
が裏のり尻隅角部に集まり、単位幅流量が増
⼤して裏のり面侵⾷（6.5k左岸,5.9k右岸)
及び裏のり尻侵⾷(6.5k左岸）を助⻑した可
能性がある。

決壊箇所では、上下流の近傍箇所で噴砂や漏
⽔が確認されなかった。
 解析の結果、法すべり、パイピングや盤ぶくれに

対する基準値を満たしていることが確認された。
 これらより浸透が堤防決壊の要因になった可

能性は低いと推定された。

 堤防決壊箇所の上下流とも川表法面の侵⾷
の痕跡や⾼⽔敷の侵⾷が確認できなかった。

 これにより侵⾷が堤防決壊の要因になった可
能性は低いと推定された。

 越⽔対策として、河道掘削等による⽔位低下
を基本とする。

 堤防については、形状は原形復旧を基本とし
て実施（将来、計画上必要とされる位置にお
いて⾼さ、拡築を実施）。

 また、築堤材料は適切な材料を⽤い⼗分に
締め固めて施工。

 堤防被災箇所については、川表法覆工（護
岸・遮⽔シート）を実施。

 施設能⼒を上回る洪⽔に対して、越⽔した場
合に堤防決壊までの時間を引き延ばす危機
管理型ハード対策（堤防天端の舗装、川裏
法尻補強）を実施。

※復旧に当たっては、現地調査を⾏い、落堀が⽣
じた箇所は、落堀の状況や埋戻し方法についても
⼗分考慮し、詳細設計を実施し精査する必要が
ある。

堤防決壊の原因 決壊区間における本復旧の基本方針(案)

１．本復旧に向けての実施方針（案）
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堤防については、形状は原形復旧を基本として
実施（将来、計画上必要とされる位置において
高さ、拡築を実施）。

越水対策として、河道掘削等による水位
低下を基本とする。

施設能力を上回る洪水に対して、越水した場合に決壊まで
の時間を引き延ばす危機管理型ハード対策（堤防天端の
舗装、川裏法尻補強）を実施。

【断面模式図】

堤防被災箇所については、堤防の堤体保護のため、
川表法覆工（護岸・遮水シート）を実施。

※現地調査を⾏い、詳細設計を実施し精査する必要がある。

適切な材料を十分に締め固めて施工。

落掘が生じた箇所は、落堀の状況や埋戻し方
法について十分考慮し、堤防の設計を実施。
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